
北九州工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 国際社会学演習
科目基礎情報
科目番号 0080 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 樽本英樹『よくわかる国際社会学　第2版』（ミネルヴァ書房、2016年）
担当教員 大熊 智之
到達目標
・世界で活躍するエンジニアとしての国際的資質を持つことができる。・世界と日本との国際情勢が理解できる。・国際的な宗教的背景につい
ての理解ができる。・民族そして国家の概念が理解でき、それを説明できる。・越境する社会の基礎的な理解ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
世界で活躍するエンジニアとして
の国際的資質を持つことができる
。

世界で活躍するエンジニアとして
の国際的資質を持つことがほぼで
きる。

世界で活躍するエンジニアとして
の国際的資質を持つことができな
い。

評価項目2 世界と日本との国際情勢が十分理
解できる。

世界と日本との国際情勢がほぼ理
解できる。

世界と日本との国際情勢が理解で
きない。

評価項目3 国際的な宗教的背景についての理
解が十分できる。

国際的な宗教的背景についての理
解がほぼできる。

国際的な宗教的背景についての理
解ができない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本授業は学生が国際社会に関するトピックを選んで、主体的に調査・発表し、討論することを中心とした演習形式の授
業である。国際社会についての基本的な視覚と関心、および調査の具体的な手法を涵養し、国際社会で尊敬され信頼さ
れる国際センスを身につけることを目的とする。

授業の進め方・方法

まず、社会科学および国際社会学の基本的な考え方を理解してもらう。その上で、各学生が興味関心のあるテーマを選
び、調査・発表・討議をする。その過程で学生には以下の課題に取り組んでもらう。
①社会科学の基礎的方法論にかんする課題文の要約、②発表計画書の作成、③発表サマリーの執筆、④パワーポイント
を用いた発表、⑤他の受講者の発表についてのコメンテーター、⑥最終論文の執筆。
発表にかんしては、学生同士が相互の対話を通して学びを深め合うことを重視するので、学生諸君は発表を真摯に聴き
、質疑等に積極的に参加することが求められる。

注意点 課題の提示、課題の提出などは基本的にblackboardを通して行う。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション
2週 国際社会学の問題と基礎概念（１）
3週 国際社会学の問題と基礎概念（２）
4週 国際社会学の問題と基礎概念（３）
5週 発表計画作成
6週 学生発表―日本社会と移民
7週 学生発表―韓国社会と移民
8週 学生発表―アメリカ社会と移民

2ndQ

9週 学生発表―カナダ社会と移民
10週 学生発表―オーストラリア社会と移民
11週 学生発表―イギリス社会と移民
12週 学生発表―フランス社会と移民
13週 学生発表―ドイツ社会と移民
14週 学生発表―中国社会と移民
15週 総合討論
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

課題・レポート 参加・質問 合計
総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100


